
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 私は、浄化槽設置者に対し、支柱省略工法により浄化槽を工事する場合の
施工基準や設置後に生じる使用上の制限等について十分な説明を行いました。 

 

   説明日     年  月  日 

 

    説明を行った者：会社名           氏名       ㊞   

 

◎ 私は、支柱省略工法により浄化槽を駐車場に設置する場合の施工基準や設置後
に生じる使用上の制限等について上記の者から十分な説明を受け理解しました。 

また、本工法により浄化槽を設置することについて承諾しました。 

 

   承諾日     年  月  日 

 

    説明を受けた浄化槽設置者氏名：            ㊞   

 

鹿児島県浄化槽推進市町村協議会 

 

１．なるべく駐車場への設置は避けてください。 

 浄化槽の保守点検、清掃時には、その都度、車の移動が必要です。 

 留守で車を移動できない時は、浄化槽の保守点検、清掃等ができません。 
 

２．やむを得ず駐車場に設置する場合は、なるべく支柱を立てることが安心です。 

 車の荷重が浄化槽に直接かからないように、コンクリートの柱（支柱）
を立てることが一番安心です。 
 

３．設置後は、下記の留意事項を守って、正しく使用してください。 

１．駐車する車を限定する必要があります。 
   □原則として、戸建ての専用住宅であること。 
   □貸家住宅又は建売住宅でないこと。 
   □不特定の車両が利用するものでないこと。 
   
２．駐車車両の重量が制限されます。（お手元の車検証でご確認ください。） 
   □車両総重量が 2,000ｋｇ以下であること。 

将来の車の買い替え時においても車種等が制限されます。 
 

３．マンホールの上に車輪が乗らないように車を停めなければなりません。 
   □２台以上駐車できる駐車場の場合は、車の駐車位置を確定させるため、

「パーキングブロック」の設置や「駐車区画線」の表示が必要です。 
 
４．支柱省略工法により浄化槽が設置してあることを表示する必要があります。 
   □駐車車両制限表示板（プレート）を設置します。 

◎ご理解いただいた場合は☑をしてください。 

浄化槽を駐車場に設置する場合の留意事項 

支柱省略工法により設置する場合の留意事項 

支柱省略工事を行う場合の説明書・確認書 


